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◼若年性認知症について

◼若年性認知症サポートセンターの役割

◼若年性認知症サポートセンターの業務内容について

本日の内容



「65歳未満で発症した認知症」

若年性認知症とは

発症年齢で区分した概念であり、若年性認知症という独立した病気ではない

・ 18歳から64歳人口における、人口10万人当たりの若年性認知症

有病率は50.9人

・ 全国の若年性認知症の数は約35,700人 埼玉県は約2,200人

・ 最初に症状に気づいた年齢は平均54.4歳

粟田主一：わが国の若年性認知症の有病率と生活実態．精神医学62：1429-1444.2020 3



粟田主一：わが国の若年性認知症の有病率と生活実態．精神医学62：1429-1444.2020

若年性認知症の原因疾患別割合

10年前の結果と比べて、アルツハイマー
型認知症や前頭側頭型認知症が多く
なっている。

その背景には国民の意識の高まりととも
に、変性疾患に対する医療機関の診
断精度の向上が関係している。
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• 認知機能検査（長谷川式、MMSE等）

• MRI検査（磁気共鳴画像診断法）
脳の萎縮の程度（脳の形態）が分かる

• SPECT（単一光子放射断層撮影）
特殊な放射性医薬品を注射し、脳の血流状態を画像化するため、脳の萎縮が始まる前から脳機能の低下が
発見できる

• 髄液検査
画像検査だけでは診断が困難なアルツハイマー病の診断をする際等に実施

認知症の方が受ける主な検査

若年性認知症の場合MRI検査で確定診断される方は少なく、SPECTや髄液検査まで行い
やっと確定診断される方が多い
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若年性認知症支援コーディネーターについて

【若年性認知症支援コーディネーターの役割】

• 若年性認知症支援コーディネーターは、若年性認知症の人のニーズにあった関
係機関やサービス担当者との「調整役」になることが期待される

• 必要に応じて、職場や福祉サービス事業所等と連携し、就労継続や居場所づく
りに働きかけるなど、本人が自分らしい生活を継続できるよう本人の生活に応じた
総合的なコーディネートを行うことが求められる

「若年性認知症支援コーディネーター配置のための手引き書」より

【若年性認知症支援コーディネーターとは】

2015年度の認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）に基づいて、各都
道府県に若年性認知症の相談窓口が設置され、関係機関の調整役として若年
性認知症支援コーディネーターが配置されることとなった
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若年性認知症サポートセンターの業務

１．相談窓口（本人・家族・専門職・企業等から）

２．若年性認知症支援連携体制の構築

３．若年性認知症の人や家族の交流会の開催

４．企業等への雇用継続理解促進事業

５．就労等社会参加支援

介護保険事業所

地域障害者職業センター

地域包括支援センター

行政機関

ハローワーク

法テラス

医療機関

【連携機関】

警察

認知症疾患医療センター

障害福祉サービス事業所

埼玉県では若年性認知症支援コーディ
ネーターを3名配置し、事務所を構え、
2020年からは若年性認知症サポートセン
ターとして活動している
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2023年度 若年性認知症サポートセンターの相談実績
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 総合計

新規 延件数 新規 延件数 新規 延件数 新規 延件数 新規 延件数 新規 延件数 新規 延件数 新規 延件数 新規 延件数 新規 延件数 新規 延件数 新規 延件数 新規 延件数

本人 2 13 4 18 2 27 2 19 1 18 3 27 7 29 1 15 2 17 2 21 29 27 26 260

家族 9 47 7 62 2 70 4 50 9 66 6 65 4 62 2 67 6 75 5 70 3 74 3 78 60 786

職場・企業（産業医含） 4 1 4 2 4 2 5 2 1 5 9 7 8 1 6 3 5 59

医療機関 1 1 3 1 1 1 3 1 3 3 2 1 4 17

市町村担当課 9 13 4 7 5 2 8 3 12 4 10 6 83

地域包括支援センター 8 13 10 2 18 7 1 15 1 8 2 19 10 1 7 10 1 22 8 147

居宅介護支援事業所 6 1 8 7 4 3 1 2 1 4 1 5 3 5 1 4 1 8 6 59

年金事務所・社労士等 3 2 1 1 2 1 2 1 1 12

障害福祉サービス事業所 3 2 1 1 4 1 2 14

障害者就労支援関係事業所 3 1 1 3 3 4 1 1 2 3 22

その他 1 11 2 13 12 1 15 2 5 2 11 1 10 2 18 2 13 11 8 10 13 137

月別合計 12 108 15 136 7 140 9 116 12 112 14 128 15 132 10 143 11 144 8 131 5 146 5 160 123 1,596

◆年間延べ相談数は1596件、１か月平均133件
◆年間新規相談数は123件、１か月平均10件
◆家族からの相談が最も多く、次に本人、地域包括支援センターと続く
◆医療機関からの相談より企業からの相談が多くなっている



企業等での就労
（企業の理解・配置転換・できる仕事の見極め・障害

者枠での就労含む）

居 場 所 づ く り ・ 社 会 参 加 支 援
（ 認 知 症 カ フ ェ 、 本 人 交 流 会 、 当 事 者 ・ 家 族 の 会 ・ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 ・ 趣 味 活 動 の 継 続 ・ 講 演 活 動 等 ）

介護保険サービスによる支援
（デイサービス・小規模多機能等）

障 害 福 祉 サ ー ビ ス ・ 福 祉 的 就 労
（就労移行支援・就労継続支援A型・B型等）

症状が進行し、働けなくなっても自
分の居場所があり、社会とのつな
がりを持ち続けられる

症状の進行

障害福祉サービスによる支援
（移動支援等）

医療サービスによる支援
（デイケア等）

若年性認知症の方の支援の流れ
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★精神障害者福祉手帳の申請

★ハローワーク
障害者就労・生活支援センター等との連携



若年性認知症の社会的な課題

・専用の相談窓口が市町村にない
・利用可能な医療、介護、障害福祉、就労などの情報
が得にくい

公的支援の課題

医療支援の課題

・専門医療機関の情報が少ない
・診断後のフォローがなく相談機関へ繋が
らない

介護・障害支援の課題

・事業所は対応のノウハウの蓄積が無い
・利用者は受け入れ可能な事業所の情報が無い

社会的支援の課題
・進行性疾患であるため就労支援が困難であり、
退職後の社会的な居場所もない
・職場で気づかれにくく、就労継続に向けた
環境整備等も不十分

経済的支援の課題

・経済的困窮・就学中の子どもの教育費や家のローン
・経済保障など既存の制度を活用できていない
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若年性認知症の本人と家族が利用できる制度・サービス

自立支援医療（精神通院医療）

精神障害者保健福祉手帳

指定難病医療給付制度（前頭側頭型認知症）

障害基礎年金

障害厚生年金・障害共済年金

傷病手当金

雇用保険（失業等給付）

埼玉県のHPからダウンロードできます

※詳細は研修動画をご覧ください
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居場所ってどんなところをさすの？

社会的居場所
自分が他人によって必要とされてい
る場所であり、そこでは自分の資質
や能力を社会的に発揮することがで
きる場所

人間的居場所
自分であることをとり戻すことので
きる場所であり、そこにいると安ら
ぎを覚えたり、ほっとすることので
きる場所

※必ずしもいつも決まった場所（スペース）が必要なわけではなく、
そこに集まる人との関係性や繋がりが大切なのでは



2019年本人交流の場「リンカフェを」オープン

【目的】
若年性認知症の本人の活躍の場所
本人同士が出会える場所
本人、介護者がホッとできる場所

【開催日】 毎週木曜日

【参加者】

若年性認知症の本人（診断前後の方を中心に）
介護者・支援者等

【特徴】
若年性認知症の本人がスタッフとして活動
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カフェ参加者の声

とにかく楽しい場所
主治医に紹介されて
来てみたら、みんなの
笑い声にびっくり

雰囲気がアットホーム
みんなが優しい、こんな
ところ初めて
温かく迎えてくれた

色々なことを先輩から
聞ける
元気をもらえる

絶対に忘れてはいけな
いところ、絶対に来たい
ところ

身近なところにもこんなと
ころがあったらいいな

自然体でいられるところ
失敗しても大丈夫なところ

みんなで卓球とカラオ
ケをするのが大好き

出来ることがあればみんなと
楽しくやりたい
またやってみようと思えた

仲間と会える
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若年性認知症カフェを身近な地域にもっと
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家族交流会 ①

同じ境遇にある介護者が、日頃
の悩みや苦労を語り合うことがで
き、横のつながりができる

介護の工夫や社会資源の利用
等について情報交換することがで
きる

情報交換することで認知症をより
理解することができる
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家族交流会 ②
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開催日時
回数

参加
者数

特徴

たんぽぽ
奇数月：第２土曜日

13：30～15：30
35名
（６回）

若年性認知症の方を在宅で介護されて
いる家族の交流会
※医師の参加あり

ひまわり
偶数月：第２金曜日

13：30～15：30
５４名
（６回）

若年性認知症の方が入所や入院してい
る方、看取り終わった方でも参加可能
※医師の参加あり

前頭側頭型認知症の
家族会

奇数月：第２土曜日
10：00～12：00

３０名
（６回）

前頭側頭型認知症（発症は６５歳未満に
限る）の方の家族の交流会
※医師の参加あり

夜会
偶数月：第２火曜日

18：30～20：30
２５名
（６回）

若年性認知症の家族の方
（アルコール持ち込み可）

子世代のつどいの
偶数月：第２火曜日

19：30～21：00
２２名
（８回）

若年性認知症の親を持つ子ども世代の
方（オンライン開催もあり）

延べ166名の参加者数となり、顔なじみの家族同士の交流も増えている

昨年度家族交流会の参加状況
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埼玉県のYouTubeチャンネルにて期間を限定して動画を配信予定

動画配信期間 ： 令和７年２月３日（木）～令和７年3月10日（月）

【動画】「①埼玉県における若年性認知症の施策について」
 埼玉県地域包括ケア課認知症・虐待防止担当

【動画】「②若年性認知症の方の就労支援について」

金沢大学 看護学科 表 志津子先生

【動画】「③職場における支援の取り組みについて」
 株式会社ニチイ学館 大宮支店ヘルスケア課課長 古橋 裕己氏

企業向けセミナーの開催 （企業等への理解促進事業）



パート職員へ変更し就労継続できた事例

職場の人事課より相談。社員が認知症の疑いがある。周囲から報告があり、脳外科を受診
したが異状ないと言われた。現在他の病院で再検査中、今後の対応を教えてほしい。

姉から相談。弟がアルツハイマー型認知症と診断を受けた。介護保険の申請をし、要支援
１の認定。地域包括支援センターに相談している。
地域包括支援センター、姉と一緒に自宅訪問し相談。自宅はごみ屋敷となっていた。
生活の支援は地域包括支援センター、就労継続支援はサポートセンターと役割分担。

職場の人事課、本人、姉と今後の仕事について相談。
会社より他の職員からの苦情も多く、正職員ではなくパート職員へ変更したいと。
それでも自宅に一人でいるより出勤している方が良いだろうからと就労継続となった。

仕事が出来なくなってしまい、職場からパートの契約更新は不可能と姉に連絡があった。
退職後の居場所として隣の市の本人交流会に姉と一緒に参加したが、その頃には公共交
通機関を利用しての一人での移動も困難となっていた。

デイケアの利用開始、自宅の片付けも少しずつ進んでいると報告あり。
姉が障害年金の申請準備を始めたと連絡があった。

X－３月

X

X＋18月

X＋24月

X＋1月
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２０２３年度 ５名

５０代 Nさん 男性 わーくはぴねす農園 特例子会社 障害者雇用

５０代 Hさん 女性 就労継続B型事業所 障害者総合支援法 就労B

５０代 Nさん 男性 就労継続B型事業所 障害者総合支援法 就労B

６０代 Kさん 男性 就労継続B型事業所 障害者総合支援法 就労B

５０代 Wさん 男性 就労継続B型事業所 障害者総合支援法 就労B

２０２４年度 ３名

５０代 Iさん 女性 就労継続B型事業所 障害者総合支援法 就労B

６０代 Iさん 男性 就労継続A型事業所 障害者総合支援法 就労A

５０代 Iさん 女性 就労継続B型事業所 障害者総合支援法 就労B

再就職支援事例一覧
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本人・家族が前を向くためには時間と仲間が必要

ご清聴ありがとうございました。
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